教科横断的な授業実践
（生物×地理）
授業の単元
生物基礎「生物の多様性と生態系」
生物「生態系と環境」

概要
地元韮崎市の甘利山で起きている「池の陸地化（湿性遷移）」について，どのように関わっていくべきかを話し合い活動を通して学ぶ。教科「生物」の学びとしては，「生物多様性の重要性」を中心に，実例の少ない「湿性遷移」の話ができる。一方で，池を回復させるには行政の関りが不可欠であり，その費用をどうするか，観光資源となるか等を地歴科の教員より説明をしてもらう。今回は丁寧に触れてはないが，室町時代の甘利氏による「赤牛伝説」もあり，日本史との教科横断的な学びも展開できる可能性がある。

ねらい
　生物の中でも，特に生態系の単元は生徒の中に自分ごととして受け止められにくい。地元，韮崎市で実際に起きている事象をテーマに，自分ごととして捉え，選挙で誰に投票するかの延長線上に自然保護もあることまで考えさせるような授業を目指したい。そのために，生物の視点だけでなく，社会科学の視点からも事象を見ることの大切さを伝える。

展開
１０分　スライドによる説明（生物多様性と池の陸地化）
７分　話し合い活動
３分　代表，３グループによる発表
５分　地歴科教員によるスライドの追加説明
７分　話し合い活動
５分　全グループからの発表
５分　総括

ホームページ公開資料
　生物・地歴教材のスライド資料（PDF），生物教員用カンペ，および本資料

実践してみての感想・手応え
　「あえて何もしない」という意見も出てくればよかったが，生物の授業というバイアスもあり，そのような意見は出てこなかった。しかし，実生活では費用対効果という意味でも，すべての生物多様性を保全することはできず，このさわら池も，あえて何もしないという選択肢があってもいいはずである。

補足
　PDFではなくパワーポイント資料が必要な場合は，授業実践者の小田までメールで連絡をください。
takeoda@kai.ed.jp
